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検討の背景と方針
現状

磁粉探傷試験
浸透探傷試験

放射線透過試験

・特定屋外貯蔵タンクの溶接部検査は法令により定められている。
・近年の技術進歩により、新たに上市された試験方法について関連団体から特定屋外貯蔵タンク溶接部検査への適用を求められ、
令和５年度はデジタル機器を用いた放射線透過試験（D-RT）、令和６年度は渦電流探傷試験（ECT）について有用性の確認を
行った。

第10条第４項
（位置、構造及び設備の技術上の基準）

第11条の２第１項
（完成検査前検査）

第14条の３第１項、第２項
（保安検査）

第11条第１項第４号の２
（特定屋外貯蔵タンクの溶接部試験）

第８条の２第３項第２号
（完成検査前検査の溶接部試験）

第８条の４第３項第１号
（保安検査の溶接部試験）

第20条の６
（溶接部試験）

第20条の７
（側板部：放射線透過試験）

第20条の８
（主に底部：磁粉探傷試験、浸透探傷試験）

第20条の９
（漏れ試験）

消防法

危険物の規制に関する規則
（以下「規則」という。）

危険物の規制に関する政令
（以下「政令」という。）

新たな溶接部検査の導入には、それぞれの試験方法に対して溶接部検査としての有用性を確認しており、導入までに時間を要し
ている。

課題

新たに上市された試験方法を特定屋外貯蔵タンク溶接部検査へ迅速に導入するために、これまで有用性が確認された試験方法に
ついての検討過程をとりまとめ、特定屋外貯蔵タンク溶接部検査において有用と言える条件について調査検討を実施する。その他
に、危険物施設において、将来的にDXが見込まれる試験等について調査を実施する。

目的と方針
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